
１ 調査の概要

(1) 調査の目的

(2) 調査概要

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施
策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

○ 学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。
○ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

調 査 実 施 日 令和８年(2026年)４月20日(月)～５月29日(金)

調 査 対 象 小学校６年生、中学校３年生

調 査 事 項 ① 児童生徒：教科に関する調査〔国語、算数・数学、英語（中学校のみ）〕／質問調査
② 学 校：質問調査

調 査 実 施 日 に
調査を実施した
学校数・児童生
徒数

北海道（公立）                      〔参考〕全国（公立） 

 対象学校数(校) 実施学校数(校)(実施率) 児童生徒数(人)   対象学校数(校) 実施学校数(校)(実施率) 児童生徒数(人) 

小学校 903 901(99.8％) 33,171  小学校 18,126 18,077(99.7％) 922,778 

中学校 558 555(99.5％) 32,620  中学校 9,249  9,146(98.9％) 842,491 

合  計 1,461 1,456(99.7％) 65,791  合  計 27,375 27,223(99.4％) 1,765,269 

 

※札幌市を含む
※実施学校数は、調査実施日に

調査を実施した学校数
※児童生徒数は、教科に関する調

査のうち、最も多くの児童生徒が
実施した教科の人数

(4) IRTに基づく
調査

○ 「中学校英語」の結果は、これまでの正答数・率に代えて、IRTスコア・IRTバンドで表示。
〔問題の構成〕
・生徒１人当たり、公開問題10問と非公開問題12問を出題。
・公開問題は16問あり、このうち７問は全員に共通して出題され、残る９問の中から生徒ごとに異なる３問が出題されている。
・非公開問題は幅広い内容・難易度等から出題され、生徒ごとに異なる問題を解いている。
〔IRTスコア・IRTバンド〕
・IRTスコアは、IRT（項目反応理論）に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を基準にした得点で表し
たもので、難易度の高い問題に正答していると高めに、難易度の低い問題に誤答していると低めに算出される。

・IRTバンドは、IRTスコアを１～５の５段階に区切ったものであり、３を基準のバンドとし、５が最も高いバンドとなる。

(3) 調査結果の
解釈等に関す
る留意事項

○ 本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であることや、学校における教育活動の一側面であることに留意する
必要がある。

○ 北海道の各教科の平均正答率については、国が公表した整数値と、国から提供されたデータを基に北海道教育委員会が
独自に算出した小数値で示している。
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